
平 成 29年度 財政 健全 化判 断比 率報 告書

平成29年度 公営企業会計資金不足比率報告書

秋 田 県 由 利 本 荘 市



平成２９年度決算に基づく財政健全化判断比率報告書

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

― ― ９．７ １０６．３

（１１．８７） （１６．８７） （２５．０） （３５０．０）

・（ ）内数値は、由利本荘市の早期健全化基準

平成２９年度決算に基づく公営企業会計資金不足比率報告書

特別会計の名称 資金不足比率（％） 備 考

水道事業会計 ― 剰余額 1,713,043千円

ガス事業会計 ― 剰余額 71,274千円

下水道事業特別会計 ― 剰余額 32,213千円

集落排水事業特別会計 ― 剰余額 14,644千円

スキー場運営特別会計 ― 剰余額 2,111千円
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平成２９年度決算に基づく(H27・H28・H29年度決算平均)実質公債費比率の状況

○分子 （単位：千円）

区分 公債費充当一般財源等額
一部事務組合等の起こした
地方債に充てたと認められ
る補助金又は負担金

平成２７年度 6,301,276 232,654 ア

平成２８年度 6,042,388 79,885 イ

平成２９年度 6,131,490 64,253 ウ

○分母
区分 標準税収入額等 臨時財政対策債発行可能額

平成２７年度 9,928,656 1,696,921 エ

平成２８年度 10,007,218 1,323,004 オ

平成２９年度 10,264,736 1,266,417 カ

○分子と分母から控除されるもの

区分
地方債に係る元利償還に要
する経費として基準財政需
要額に算入された額

平成２７年度 5,080,298 6,630,851 キ

平成２８年度 4,830,034 6,545,781 ク

平成２９年度 4,795,478 6,517,044 ケ

◎実質公債費比率
9,101,571 ア ― 6,630,851 キ

30,862,657 エ ― 6,630,851 キ

8,543,066 イ ― 6,545,781 ク

29,822,458 オ ― 6,545,781 ク

8,855,856 ウ ― 6,517,044 ケ

28,756,532 カ ― 6,517,044 ケ

一時借入金の利子

0

合　　計

9,101,571
8,543,066
8,855,856

合計(標準財政規模)

1,715,747

17,225,379

1,721,566

公債費に準ずる債務負担行
為に係るもの

24,105

12,115

9,323

30,862,657

合　　計

29,822,458
28,756,532

1,550,553

10.51648

10.19619

18,492,236

＝

公営企業、一部事務組合等の地
方債に係る元利償還に要する経
費として基準財政需要額に算入
された額

公営企業に要する経費の財
源とする地方債の償還財源
に充てたと認められる繰入
金

2,543,536

2,408,678

2,650,790

普通交付税額

19,237,080

平成２７年度

平成２８年度

３ヵ年平均

9.7
平成２９年度

＝

＝

8.58063



平成２９年度決算に基づく将来負担比率の状況

将来負担額
（単位：千円）

地方道路公社 土地開発公社 第三セクター等

70,950,312 19,146 35,986,901 176,008 6,528,214 2,800 0 0 2,800 0 0

（分母比） 319 0 162 1 29 0 0

充当可能財源等
（単位：千円）

うち都市計画税

12,859,245 1,975,446 1,164,728 75,178,917

（分母比） 58 9 5 338

511 405 106

129 29 10028,756,532 6,517,044 22,239,488

113,663,381 90,013,608 23,649,773 将来負担比率　（％）

106.3

標準財政規模　Ｃ 算入公債費等の額　Ｄ Ｃ　－　Ｄ

連結実質
赤字額

組合等連結実質
赤字額負担見込額

充当可能基金
充当可能
特定歳入

基準財政需要額
算入見込額

将来負担額　A 充当可能財源等　Ｂ Ａ　－　Ｂ

地方債の現在高
債務負担行為に
基づく支出予定額

公営企業債等
繰入見込額

組合等
負担等見込額

退職手当
負担見込額

設立法人の
負債額等
負担見込額

―

―

＝ ＝
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各指標、用語について

○実質赤字比率【一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率】

福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すのが「実質赤字比率」
です。市町村の早期健全化基準は、財政規模に応じ１１．２５％～１５％です。（由利本荘市は11.87％）

・標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入される経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額等に普通交付税額、
臨時財政対策債発行可能額を加算した額。

○連結実質赤字比率【全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率】

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体としての運営の深刻度を示す
のが「連結実質赤字比率」です。市町村の早期健全化基準は、財政規模に応じ１６．２５％～２０％です。（由利本荘市は16.87％）

○実質公債費比率【一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率】

借入金の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すのが「実質公債費比率」です。
早期健全化基準は、２５％です。

○将来負担比率【一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率】

地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財政
を圧迫する可能性が高いかどうかを示すのが「将来負担比率」です。市町村の早期健全化基準は、３５０％です。

・将来負担額 ：地方債の現在高＋債務負担行為の支出予定額＋公営企業債等の繰出見込額＋一部事務組合負担等見込額＋
退職手当負担見込額＋設立法人(公社、第三セクター等)の負債等負担見込額＋連結実質赤字額

・充当可能基金 ：定額運用基金の貸付残高部分と合併市町振興基金を除いた各種基金残高
・充当特定歳入 ：転貸債償還金、公営住宅使用料、都市計画税など今後の償還に充当可能な歳入
・基準財政需要額算入見込額：地方債残高のうち今後普通交付税に算入される見込額
・基準財政需要額 ：普通交付税の算定の基礎となるもので、各地方公共団体が合理的かつ妥当な水準における行政を行い、

又は施設を維持するための財政１需要額であり、地方債の元利償還金も種類毎のルールにより算入される。

○資金不足比率【公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率】

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すのが「資金不足比
率」です。経営健全化基準（早期健全化基準）は２０％です。


